
ヨ
ー
ガ
学

派

に
於

け

る

S
a
m
sk
a
r
a

に

っ
い

て
 
(
山

下
)

ヨ
ー

ガ

学

派

に
於

け

る

S
a
m

s
k
a
r
a

に

つ

い

て

山

下

幸

一

P
a
ta
a
a
l

の

y
o
g
a
su
tr
a
(
以
下

Y
.

)

で
は
、

心
理
機

能

の
統

覚

で

あ
る
心

(
itta
)

の
深
層

に
潜
在

し
、
そ

の
作
用

の
根
源

と
し

て
、
潜
在
印
象

(S
am
s
k
a
ra
)
、
業

(
k
a
rm
a
)
、
薫
習

(
v
a
sa
n
a
)
な
ど
が

た

て
ら

れ

て

い

る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
概
念

は
十
分
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な

い
。
以
下
に

は
、
Y
.

と

v
y
a
s
a
の
註
釈
、

y
o
g
a
su
tra
b
h
a
s
y
a

(
以
下

Y
.
B
7
)

に
依

っ
て
、
潜

在
印
象

を
中
心
に
薫
習

と
無
明

(a
v
id
y
a
)
に
わ
た

つ
て
考
察
す

る
。

潜
在
印
象

は

Y
.
S
.に
於

い
て
、
主
に
心
作
用
と
三
味
に
関
連
し
て
述

べ
ら

れ
て
い
る
。
煩
悩
性

非
煩
悩
性

の
二
種
類

の

心
作

用

(Y
.
S
.I
.
5
)

に

は
、

そ
れ
ぞ

れ
同
種
類

の
潜
在
印
象
が
作
ら
れ
、

ま
た
潜
在
印
象

に
よ

つ
て
心
作
用

が
作

ら
れ
る

(Y
.
B
h
.a
d
I
.5
)
と
、
s
a
m
sk
a
r
a
↓

itta
v
r
tti↓
s
a
m
sk
a
ra

の
連
続
関
係
が
言

わ
れ
る
。

こ
れ
と
同
様

の
関
係

は
、

心
作
用

の

一
つ
で
あ

る

記
憶

(
sm
r
ti)

に

つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
記
憶
は
-

《
そ
れ

と
同
種
類

の
潜
在
印
象

を
保
持
す
る
。
》

(Y
.
 B
h
.
 
a
d
.
 
1
1
)

と
、
S
m
r
ti↓

itta
v
r
tti↓
sm
r
ti
の
連
続
関
係

が
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ

と

は
、
記
憶
と
潜
在
印
象

の
同

一
性

(
ek
a
rg

a
tv
a
)

の
註
釈

に
於

て
も
、

《
生
涯

・
場
所

・
時
間

に
隔

て
ら

れ
た
潜

在
印
象

か
ら
記
憶

が

あ

る
。
更

に
ま
た
記
憶

か
ら
潜
在
印
象

が
あ

る
。
》
(
Y
.
 B
.
 a
d
.
 V
.
9
)

と
再
言
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
記
憶

の
原
因

で
あ
る
潜

在
印
象
は
無
始
時
来

の
も

の

(Y
.
B
h

a
d
.II
.1
3
)
で
あ
る
か
ら
、
潜
在
印
象

の
直
観
に
よ
る
前

生

の
知

(Y
.
S
.
III.
18
)

も
言

い
う

る
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、

心
の
止
滅
転
変

と
は
、

心

の
活
動
状
態

の
潜
在
印
象
が
消
滅

し

て
止
滅
状

態
の
潜
在
印
象
が

生
起
す
る

こ
と

(Y
.
S
.II
I
.9
)

で
あ

る
が
、

活

動
状
態

の
潜

在
印

象
は

sa
m
sk
a
r
a
↓
。
itta
v
rtti
を
繰
返
し
、

止
滅

の
潜

在
印

象

は
三
昧
に
関
連
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
種

の
潜
在
印

象

は
共

に

心

の

属

性

(d
h
a
rm
a
 Y
.
 BF
 
a
.
III.
9
)
で
あ

り
、

そ
れ

に
つ
い
て
、

《
止
滅
状
態

の
潜
在
印

象
に
よ

つ
て
心
に
は
寂
静
な
流
れ
が
生

じ

る

け

れ

ど
も
、

そ

の
潜
在
印
象
が
弱

ま
る
と
、

活
動
状
態

の
実

体

(
d
h
ar
m
in
)

で

あ
る
潜
在
印
象

に
よ

つ
て
、

止
滅
状
態

の
属
性
を
も

つ
潜
在
印
象
が
征
服

さ

れ
る
。
》

(Y
.
B
h
.
a
d
.
 II
.1
0
)

と
言
わ
れ
る
。
潜
在
印
象

は
心
に
関
し

て
は
属
性
で
あ
る
が
、

心
作
用

に
関
し

て
は
実
体
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

統
覚
体

と
し

て

の
心

の
上

に
、
S
a
m
s
k
a
ra
↓

itta
v
rtti↓
s
a
m
sk
a
ra

と
い
う
変
化
が

生
起
し
て

い
る
の
で
あ

る
。

心
作
用
の
止
滅

を
実
修

の
テ
ー

マ
と
す

る

ヨ
ー
ガ

(
Y
.S
.H
.N
)
は
、
上
記

の
変
化
を
停
止
し
て
完
成
す

る
。

そ
こ
で
は
、
潜
在
印
象
の
在

り
方
が
、

最

高

で
あ
る
無
種
子
三
昧

と
、
そ

れ
以
前

の
有
種
子
三
昧
を
を
判
別
す

る
基
準

と
な

る
。

す
な
わ
ち
、

心
作
用
を

生
ぜ
し
め
な

い
止
滅
よ
り
生
じ
た
潜

在
印
象

に
満

ち
た
心

の
状
態
が
無

種
子

三
昧

な
の
で
あ

る

(
s
e
e
.
Y
.
B
h
 a
d
.
H
5
1)
。

以
上

の
よ
う
に
、
Y
.
S
。
に
於

て
潜
在
印
象
は
心
作
用
と
三
昧

に
関
連

し

て

述

べ
ら
れ

て
お
り
、

業

(k
a
r
m
a
)
や
薫
習

(v
a
s
ar
a
)
な
ど
と

の
関
係

は
何

ら
明
ら
か
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
註
釈
で
潜
在
印
象
は
ー
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と
言
わ
れ
、
(
1
)
記
憶

と
煩
悩

の
原
因
。
(
2
)
薫
習

の
相
を
も

つ
。
(
3
)
果
報

の
原
因
。

(4)
法

・
非
法

の
相
を
も

つ
、
と
い
う
内
容
が
付
加
さ
れ
て

い
る
。

(1)
潜
在
印
象
が
記
憶
と
煩
悩

の
原
因
で
あ
る

こ
と
は
、
既

に
述

べ
た
心
作
用

と
の
関
連
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。

(2)
潜
在
印
象

を
薫
習

と
関
係

づ
け

て
い
る
註
釈
部
分
を
見
る
と
、

《
記
憶

の
原
因

で
あ
り
薫
習

で
あ
る
潜
在
印
象

は
無
始
時
来

の
も

の

で

あ

る
。
》

(Y
.
B
h
 
a
d
.II
.1
3
)

《
経
験
が
あ
る

と
同
様
に
潜
在
印
象
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら

は
業

と
薫

習
の
相

(
k
a
r
m
a
-v
a
sa
b
a
rq
p
a
)
を
も

つ
。
そ
し
て
薫
習
が
あ
る
と
同
様

に

記
憶
が
あ
る
。

(
中
略
)
薫
習
と
は
潜

在
印
象

の
遺

存

(
sa
m
sk
a
ra
sa
y
a
)

と
い
う
意
味

で
あ
る
。
》

(
y
.B
h
.
 ad
.
 IV
.
9
)

と
い
う
ぐ
ら
い
で
あ

る
。

こ
こ
で
、
業

の
果
報

は
そ
れ
に
相
応
す

る
薫
習

の
顕

現

で
あ
る

(
Y
.
S
.IV
.
8
,
 
Y
.
B
h
.
 
a
d
.IV
.8
。)

の
で
、
果
報

と
し
て

の
苦

楽

の
経
験

が
、

心
理
的

に
は
潜
在
印
象

に
よ

つ
て
い
る
の
と
考

え
合

わ
せ
る
と
、

潜

在
印
象

と
薫
習

と
は
内
容
的

に
同

じ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

個
潜
在
印
象
が
果
報

の
原
因

で
あ
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
自
己

の
潜
在
印
象

(sv
as
a
m
sk
a
ra
)

に
よ

つ
て
果
報
を
経
験
す
る
離
身
者

(
v
id
e
h
a
)
に

関

す

る

(Y
.
B
h
.
a
d
.
1
9
)

註
釈

に
於

て
の
み
見

ら
れ
る
。

こ
こ
で
言
う
自
己

の

潜
在
印
象

と
は
、

心
作
用
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
う
他

に
、
果
報
に
関
す
る
業
あ

る

い
は
薫
習
を
包
摂

し
て
い
る
。
先

に
引
用

し
た

『
業
と
薫
習

の
相
を
も

つ
』

こ
と
か
ら
も
、

sa
m
s
k
a
r
a
-
k
a
rm
a
 
v
a
sa
u
a
と

い
う
等
式
が
成

り
立

つ
。

凶
潜
在
印
象
が
法

・
非
法

の
相
を

も

つ

こ
と

は
、
k
a
rm
a
↓
v
ip
a
k
a

の
困

果
関
係
と
同
様
に

sa
m
s
k
a
re
↓
。
itta
 
r
tti
と

い
う
困
果

関
係

に
も
善
悪

の
価

値
を
付
加
す
る
こ
と

で
あ

つ
て
、

二
つ
の
困
果
関
係
を
同

一
と
見

る
こ
と
に
な

る
。

以
上

で
、
潜
在
印
象

と
薫
習

と
業

の
三
者
が
内
容
的

に
錯
綜
し
て

い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な

つ
た
。

し
か

し
、
薫
習
が
多
く
の
生
存
を
前
提
と
し
、

か

つ
潜

在
印
象
と
薫
習

と
は
無
始
時
来
と

い
う
超
時
間
的
存
在

と
さ

れ

る

の

に

対

し

て
、
業
は

一
生
存

に
限
ら
れ
る

(
Y
.
B
h
.
 ag
.
 1

1
3
)
と

い
う
点
が
相

違

す

る
。

業
は
そ
れ
ぞ
れ

の
生
存
に
相
応
し
た
果
報
の
内
容
を
規
定
す
る
薫

習
あ
る

い
は
潜

在
印
象
を
現
勢
化
す

る
助
因

に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る

(Y
.
S
.Iv
8
,
 
Y
.

B
h
.a
d
.
 
Iv
 8
.)
。

業
の
果
報

は
そ

の
生
存

の
心
作
用
と
な
る

の
で
あ
る
が
、

ヨ
ー
ガ
に
と

つ
て

心
作
用
は
す

べ
て
煩
悩
で
、

そ
れ
は
無
明
を
根
本

と
し
て
い
る
。
無

明
は
煩

悩

の
連
続

と
、
果
報
を
と
も
な

う

業

遣

存

の

根
本

(
Y
.
B
h
.a
d
.II
5
 )

で

あ

り
、
顛
倒
知

の
薫
習

(
Y
.
B
h
.
 
a
d
.
II
 
2
4
)

で
あ

つ
て
、
超
時
間
的
実

体

で

あ
る
。

こ
こ
で
、

無
明
と
薫

習
と
潜

在
印
象

と
が
内
容
的
に
錯
綜

し
て

い
る

こ

と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、

こ
れ
ら
三
者
が
、
無
始
時
来
そ
れ
ぞ
れ
個
別

に
同

時

に
、

心
の
根
源
的
実

体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。

三
者

は
人

間

の
生
存
を
規
定
す

る
或
る

一
つ
の
根
源
的
実
体

の
三
側

面
を

表

わ

し

て

い

る
。

つ
ま
り
、
煩
悩

の
面
か
ら

は
、
無
明
が
他
を
内
包
し
て
根
本
原
因

と
さ

れ
、

記
憶
や
表
象
の
心
作
用

の
面

か
ら
は
潜
在
印
象
、

業
や
輪

廻
の
面
か
ら

は
薫
習

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
側
面
を
も

つ
根
源
的
実
体

は
、
人
間

存
在

の
あ
ら
ゆ
る
行
為
や
精
神

心
理
作
用

・
経
験
を
規
定
す

る
も

の
と
し
て
定

立
さ
れ
て
い
る
る

で
あ
る
。

以
上
、

ヨ
ー
ガ
学
派
に
於

け
る
潜
在
印
象

に

つ
い
て
考
察
し
た
。
Y
.
S
.
で

は
、
三
昧
す
な
わ
ち
心
作
用

の
止
滅

の
構
造
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、

心
作
用

に
関
す
る
実
体
と
し
て
た
て
ら
れ

て
い
た
。

し
か

し
、
Y
.
B
h

に

於

て
は
、

潜
在
印
象

の
も

つ
実

体
性

に
、

善
意

の
倫
理
的
価
値
を
付
加
し
て
、

業
や
薫

習

と
同

一
水
準
で
理
解
し
て
い
る
。

ヨ
ー

ガ
学

派

に

於

け

る

S
a
m
sk
a
ra

に

つ
い

て
 
(
山

下
)
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